学会補助金制度の申請について

学部学会予算に占める国際関係学科掌握の補助金に関して、学会員が補助金制度を利用する際の申請方法ならびに採択後の義務を以下のように定める。

1． 申請者は学会員でなければならない。

2． 他の団体からすでに何らかの補助を受けている場合は、申請することができない。万が一、二重の受給が発覚した際には、採択を取り消し、補助金の全額返済を求める。

3． 申請は年度内であれば原則としていつでも可能であるが、採択の可否決定に少なくとも2週間程度を要するため、それを見越したうえで申請しなければならない。

4． 申請者は所定の用紙を用いて申請を行う。

5． 申請書に活動内容を記載する際には、できるだけ具体的に記入すること。

6． 活動は学内・学外を問わないが、公共の秩序に反するものでないこと。

7． 採択の可否については、書面にて申請者に通知する。その際、可否の理由も開示する。

8． 活動終了後には、報告書を学会事務局に提出しなければならない。報告書の書式については、特に定めない。

9． 報告書を提出する際には、予算執行状況もあわせて報告し、余剰金が発生した場合には、すみやかに学会に返納しなければならない。

１０．年度をまたいで活動を継続したい場合には、年度のはじめに再度申請書を提出しなければならない。ただし、その際には、前年度の活動報告書と予算執行状況報告書が提出されていなければならない。

申請可能な活動例

１）　個人の場合

個人で行うフィールド・ワーク、国連グローバルセミナーなどの学外研究集会への参加　など

2） 団体の場合

学会員が主催する講演会、学内でのワークショップ・パネル展、自主ゼミを含む研究活動　など
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注：補助金申請書は次のページに掲載しています。
↓

（　　　　　　）年度　外国語学部学会　国際関係学科担当補助金申請書

	申請団体名

所属人数
	団体名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数　　　（　　　　　　　）人

	代表者氏名
	
	学籍番号
	

	連絡先
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	活動の趣旨
	

	活動内容

（具体的に、いつどのような企画を行い、それにどれほどの資金が必要なのかを記入すること）


	

	申請補助金額
	　　　　　　　　　　　円
	※決定金額
	※　　　　　　　　　　　円

	期間
	　　年　　　　　月から　　　　　　　年　　　　月まで　（　　　　）カ月

	申請者印
	
	※学科長印
	
	※会長印
	


※印の箇所は記入不要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　採　・　否
